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七沢療育園・支援課の大谷と申します。 

私の役割分担は地域支援班となっており、ケース担当業務もないので、ご家族さまとは

あいさつ程度になっております。 

せっかくの機会なので、私がどのような業務に携わっているか、ご紹介させてください。 

私の業務の半分くらいが、「短期入所事業」に関わることになります。皆さまもご存じの

通り…と言うか、かつては短期入所をご利用だった方々もおられるので、詳細は割愛い

たしますが、在宅でお過ごしの方にとって、短期入所サービスは、多くの福祉サービス

の中でも、特に大事に考えて下さっている方がたくさんおられます。毎月多くの方からお

申し込みがあり、また、新たに「利用したい」と申し出て下さる方もたくさんおられますの

で、そのご案内や調整を行っております。 

他には行政の会議に出席して県内各所の状況を見聞きしたり、個別のケース会議では

支援者のチームで対応を協議したり、サービス提供の必要性を共有したり、支援展開を

検討したりしています。 

それら、外部情報に触れていると、令和３年制定のいわゆる「医ケア児等支援法（略

称）」によって、国も県もいわゆる重心の方々への支援の強化に努めていますが、まだ

まだサービスの需給バランスは整っておらず、慢性的な供給不足状態に思えます。今

後はより合理的で、時代性に沿ったサービス提供の仕方を模索していきたいと考えてお

ります。どうぞ、皆さまからのご助言を賜りたく存じますので、よろしくお願いいたします。 

地域支援班長 

大谷 俊晴 



都城にこにこクラブ様より、ポケットオルゴールの寄贈 

がありました。一つ一つ違う音楽が流れます。自分の 

好みの音楽を見つけて、手に持ったりしながら音色を 

楽しんでいます。 



時間があるときに音と光を楽しみにスヌーズレン室へ。 

居室にいる時とは違う表情を見ることができます。 

目を大きく見開いたり、大笑いしたり、うとうとしたりと 

一人一人がそれぞれの時間を過ごされています。 



ご家族から笹を届けていただきました。 

各々が短冊に願いを書き込んで、飾りました。 



夏祭り 準備 

好きな色のペンやシールを使って 

真っ白なお面に柄をつけていきました。 



夏祭り 準備 

好きな色のペンやシールを使って 

真っ白なお面に柄をつけていきました。 



夏祭り 

『みんなで盆踊り、夏祭りを楽しもう！』というテーマで、７月２３日（水）に 

夏祭りが開催されました。夏真っ盛りの暑い中、家族や後見人と一緒にかき氷風 

ゼリーや綿菓子を食べ、盆踊りを踊りました。 

夏祭り盛り上げ隊スタッフの掛け声とともに、その場で大きく手足を動かして、 

炭坑節を踊りました。初めて炭坑節を踊る人もおり、大いに賑わいました。 



夏祭り 


